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▲慎重に梨「幸水」を吟味する審査員

Ａ
は
ぐ
く
み
女
性
組

織
協
議
会
は
８
月
１

日
、
Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
本
店
で

「
家
の
光
１
０
０
周
年
ダ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
」（
通
称
百
ダ
ン
）

応
募
用
の
動
画
撮
影
を
行
い
ま

し
た
。
女
性
協
の
会
員
と
Ｊ
Ａ

職
員
あ
わ
せ
て
約
20
名
が
参
加

し
、
公
式
の
振
付
動
画
を
確
認

し
な
が
ら
30
秒
程
度
の
ダ
ン
ス

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
ダ
ン
ス
後
「
久
し
ぶ
り
に

踊
っ
た
。」「
体
を
動
か
す
の
は

気
持
ち
い
い
。」
と
楽
し
そ
う

に
振
り
返
り
ま
し
た
。

家
の
光
協
会
は
「
家
の
光
」

創
刊
百
周
年
の
記
念
企
画
と
し

て
、ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。

各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
サ
イ
ト
な

ど
に
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
関
連
組
織

な
ど
か
ら
多
く
の
ダ
ン
ス
動
画

が
投
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。

女性協
百ダン撮影会
体を動かし
健康に

Ｊ

はぐくみNEWS

県なし品評会
松田さん
２年連続県知事賞
「その他品種の部」
新設

馬
県
園
芸
協
会
は

８
月
20
日
、県
庁
県

民
ホ
ー
ル
で「
第
44
回
群
馬

県
な
し
品
評
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。県
内
で
生
産
さ
れ

た
梨
合
計
65
点
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。品
質
、外
観
、形
状

な
ど
を
基
準
に
審
査
が
行
わ

れ
、「
幸
水
の
部
」に
出
品
さ

れ
た
松
田
健
さ
ん（
里
東
果

実
部
）の
梨
が
最
高
賞
の
県

知
事
賞
に
２
年
連
続
で
選
ば

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
品
評
会
よ
り
、

出
品
数
の
さ
ら
な
る
増
加
を

図
る
た
め
「
そ
の
他
品
種
の

部
」
を
設
置
。「
夏
し
ず
く
」

と
「
り
ん
か
」
の
２
品
種
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
賞
以
外
の
特
別
賞

は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称

略
）

▼
県
議
会
議
長
賞

　

伊
藤　

早
紀（
久
留
馬
選
果
場
梨
部
）

▼
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
代
表
理
事
会
長
賞

　

高
橋　

晃
子（
久
留
馬
選
果
場
梨
部
）

▼
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞

　

廣
神　

道
子（
里
見
梨
部
）

▼
県
農
業
会
議
会
長
賞

　
𠮷
田　

大
輔（
久
留
馬
選
果
場
梨
部
）

▼
県
農
業
共
済
組
合
長
賞

　
乾　
　

浩
彰（
里
見
梨
部
）

▼
上
毛
新
聞
社
賞

　

岸　

美
和
子（
久
留
馬
選
果
場
梨
部
）

▼
群
馬
テ
レ
ビ
賞

　

伊
藤　

政
美（
久
留
馬
選
果
場
梨
部
）

▼
全
国
果
樹
研
究
連
合
会
長
賞

　

富
岡　

光
行（
里
東
果
実
部
）

▼
県
果
実
会
長
賞

　

𠮷
田　

清
隆（
久
留
馬
選
果
場
梨
部
）

群

久留馬選果場
梨「幸水」
品評会
力作19点並ぶ

Ａ
は
ぐ
く

み
久
留
馬

総
合
選
果
場
梨
部
は

８
月
19
日
、
同
選
果

場
内
で
「
第
36
回
幸

水
品
評
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
部
の

部
員
が
丹
精
込
め
て

栽
培
し
た
梨「
幸
水
」

19
点
が
出
品
さ
れ
、

果
樹
振
興
協
議
会
や

県
西
部
農
業
事
務
所

の
職
員
ら
に
よ
っ
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
主
に
形
状
や
外

観
、
玉
ぞ
ろ
い
な
ど

を
入
念
に
審
査
。
結

果
、
岸
美
和
子
さ
ん

が
最
高
賞
の
群
馬
用

水
理
事
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通

Ｊ

り
で
す
。（
敬
称
略
）

群
馬
用
水
理
事
長
賞岸　

美
和
子

群
馬
用
水
営
農
推
進
協
議
会
会
長
賞

伊
藤　

政
美

群
馬
用
水
利
水
グ
ル
ー
プ
会
長
賞

高
橋　

晃
子

群
馬
県
農
業
共
済
組
合
理
事
長
賞

高
橋　
　

哲

前
橋
青
果
賞　
　

𠮷
田　

清
隆

ぐ
ん
ま
県
央
青
果
賞後

閑
佑
希
子

ヒ
ロ
パ
ッ
ク
ス
賞

後
閑
喜
久
画

マ
タ
イ
紙
工
賞　
𠮷
田　

大
輔

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業
賞

伊
藤　

早
紀

▲出品された梨の形状を見比べる審査員
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崎
市
榛
名
支
所
で

は
22
日
、「
第
22
回

は
る
な
の
プ
ラ
ム
『
太
陽
』

品
評
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
ス
モ
モ
農
家
が
丹
精
込

め
て
栽
培
し
た
「
太
陽
」
24

点
が
出
品
。
外
観
や
玉
ぞ
ろ

い
、
糖
度
な
ど
を
総
合
的
に

審
査
し
ま
し
た
。
結
果
、
同

市
の
永
井
清
一
さ
ん
（
は
る

な
プ
ラ
ム
部
）
の
ス
モ
モ
が

最
高
賞
の
県
知
事
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
「
連

日
の
猛
暑
で
高
温
障
害
が
心

配
だ
っ
た
が
、
入
賞
し
た
品

は
ブ
ル
ー
ム
も
き
れ
い
で
ど

れ
も
高
水
準
だ
っ
た
。」
と

講
評
し
ま
し
た
。

同
品
評
会
は
、
高
崎
市
は

る
な
果
樹
振
興
協
議
会
が
主

催
し
、
ス
モ
モ
の
品
質
と
生

産
力
向
上
、
安
定
し
た
消
費

拡
大
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

県
知
事
賞
以
外
の
特
別
賞
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
高
崎
市
長
賞

　

廣
神　

重
夫（
は
る
な
プ
ラ
ム
部
）

▼
高
崎
市
議
会
議
長
賞

　

廣
神　

道
子（
同
右
）

▼
県
西
部
農
業
事
務
所
長
賞

　

倉
橋　

智
美（
同
右
）

▼
は
ぐ
く
み
農
協
理
事
長
賞

　

乾　
　

浩
彰（
同
右
）

▼
県
園
芸
協
会
長
賞

　

西
山　

洋
平（
同
右
）

はるなのプラム
「太陽」品評会
永井さん
県知事賞

高

33
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▲平均糖度16度超え！ 良質なプラムを丁寧に審査

秋
に
な
り
、
不
眠
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
原
因
は
、
日
照
時
間
の

減
少
や
朝
晩
の
気
温
差
な
ど
に
よ
っ
て
自

律
神
経
が
乱
れ
や
す
く
な
る
た
め
で
す
。

寝
付
き
が
悪
い
、
夜
中
に
目
が
覚
め
る
、

朝
ス
ッ
キ
リ
起
き
ら
れ
な
い
な
ど
の
症
状

が
続
く
と
、
美
容
に
も
心
身
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
秋
の
不
眠
対
策
と
し
て
、
お

薦
め
の
食
材
を
三
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

■ 

サ
ツ
マ
イ
モ

秋
の
定
番
食
材
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
炭

水
化
物
を
多
く
含
み
、
脳
内
で
幸
せ
ホ
ル

モ
ン
と
呼
ば
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
生
成
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
炭
水
化
物
を
取
る
こ

と
で
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
材
料
と
な
る
ト
リ
プ

ト
フ
ァ
ン
と
い
う
ア
ミ
ノ
酸
が
脳
に
運
ば

れ
や
す
く
な
り
、
心
の
安
定
に
つ
な
が
り

ま
す
。
夕
食
や
お
や
つ
に
蒸
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
取
り
入
れ
る
と
、
心
も
体
も
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

■ 

サ
ケ

サ
ケ
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
材
料
で
あ
る
ト

リ
プ
ト
フ
ァ
ン
を
多
く
含
む
食
品
で
す
。

加
え
て
、
気
分
を
安
定
さ
せ
る
神
経
伝
達

物
質
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や

Ｅ
Ｐ
Ａ
と
い
っ
た
オ
メ
ガ
3
脂
肪
酸
も
豊

富
に
含
ま
れ
ま
す
。
焼
き
ざ
け
や
ホ
イ
ル

焼
き
を
食
事
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
睡

眠
の
質
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ

ン
を
し
っ
か
り
取
れ
る
で
し
ょ
う
。

■ 

栗栗
に
は
、
筋
肉
の
緊
張
を
緩
め
て
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
へ
導
く
働
き
が
あ
る

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
不
眠
の
方
に
は
お
薦
め
の
食
材
で

す
。
ま
た
、
栗
の
渋
皮
に
多
く
含
ま
れ
る

タ
ン
ニ
ン
に
は
、
強
い
抗
酸
化
作
用
が
あ

る
た
め
肌
の
老
化
予
防
に
も
役
立
ち
ま

す
。
お
や
つ
に
ゆ
で
栗
を
食
べ
た
り
、
夕

食
に
栗
ご
飯
を
取
り
入
れ
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。

旬
の
食
材
を
上
手
に
取
り
入
れ
て
食
事

を
楽
し
み
、
秋
の
夜
長
に
ぐ
っ
す
り
眠
れ

る
体
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
食

事
に
加
え
て
、
ぬ
る
め
の
お
風
呂
や
軽
い

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
習
慣
に
す
る
と
、
よ

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
質
の
良
い
睡
眠
を
促

す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

栄
養
士
●
吉
田
理
江

秋
の
味
覚
で
不
眠
症
対
策

お
い
し
く
食
べ
て
美
し
く

3 JAはぐくみ



サタケ「ピカ選SMART」
FGS-2000S

詳しくはくらぶち事業所（☎027-378-3110）までお問い合わせください。

米色彩選別機米色彩選別機

　ＪＡ管内産米の品質向上など

を目的に導入した米色彩選別

機を、今年度も稼動します。色

彩選別機では、稲こうじなどの

不良米を選別できます。

　当ＪＡ管内の方であればどな

たでもご利用いただけますの

で、米の品質向上、ブランド化

に向け、ぜひご利用ください。

色彩選別機　利用案内

のご案内のご案内
設置場所 くらぶち事業所

（高崎市倉渕町三ノ倉303）
対象品目 玄米
受付期間 ９月1日㈪～３月27日㈮
受付方法 原則予約受付
利 用 日 ＪＡの営業日内
時 間 午前８時30分～11時30分

料 金 組合員330円（税込） ／ 30kg
（員外は440円(税込））

※１品目につき150kg（30kg×５袋）以上で受付致
します。
※仕上がりについては基本30kg（１袋）とします。
なお、異物などの混入が多い物は料金が異なる場合
があります。

詳しくはくらぶち事業所（☎027-378-3110）までお問い合わせください。

　ＪＡはぐくみと倉渕の米６次産業研究会は平成
30年度から、倉渕産米のブランド化に向けた取り
組みを共同で進めています。
　同研究会は品質の維持・向上を目的に、お米の
おいしさを数値化できる食味分析計を導入。玄米、
精米などのアミロース、タンパク質、水分、脂肪酸
度を測り、食味値をスコア化します。
　食味分析計は、当ＪＡ管内の組合員であればど
なたでもご利用いただけます。米の品質向上、ブラ
ンド化に向け、ぜひご利用ください。
※お支払いは現金のみでお願いします。

食味分析計　利用案内

のご案内のご案内
食味分析計

測定場所 くらぶち事業所
（高崎市倉渕町三ノ倉303）

対象品目 玄米

受付期間 ９月24日㈬～12月５日㈮

測 定 日 月・水・金曜日（祝祭日は除く）

時 間 午前９時30分～11時30分

料 金 １回１検体につき1,500円（税込）
（研究会員は1,000円（税込））

※１検体測定量として460g以上をお持ちください。

4JAはぐくみ
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西部農業事務所 農畜産課
Agriculture

第

回

お問い合わせはこちらまで… 027-322-0539

280

図１　中干し以降の水管理のイメ－ジ

図４　帯緑色籾歩合

図３　落水時期と乳白粒の発生率

図２　飽水管理による白未熟粒への影響
※出典：兵庫県立農林水産技術センタ－

水
稲
栽
培
後
期
の

　
管
理
と
適
期
収
穫

れ
る
水
の
量
は
、
水
を
入
れ
て
か
ら
２
～

３
日
程
度
で
大
体
無
く
な
る
く
ら
い
が
理

想
で
す
（
図
２
）。

溜
ま
っ
て
い
る

程
度
に
水
が
減

っ
た
ら
、
ま
た

水
を
入
れ
ま

す
。
水
田
に
よ

っ
て
は
水
が
い

つ
ま
で
も
溜
ま

っ
て
抜
け
な
い

場
所
が
あ
り

ま
す
が
、
差
し

支
え
あ
り
ま
せ

ん
。
一
回
に
入

あ
る
乳
白
粒
の
発
生
に
も
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
台
風
が
去
っ
た
後
の
晴
天
時

な
ど
の
よ
う
に
、高
温
の
強
風
（
フ
ェ
ー
ン
）

が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
は
、
風
が
や
む
ま

で
深
め
に
水
を
張
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
落
水
時
期

出
穂
後
一
か
月
た
っ
た
ら
落
水
し
ま
し

ょ
う
。
落
水
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、
収

量
・
品
質
を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま

す
（
図
３
）。

２
．
適
期
収
穫
に
よ
る
品
質
確
保
を

●
収
穫

品
質
確
保
の
た
め
に
は
、
適
期
収
穫
が

重
要
で
す
。
収
穫
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、

未
熟
粒
（
青
米
な
ど
）
の
発
生
が
多
く
な

１
．
出
穂
後
の
水
管
理

令
和
６
年
は
、
出
穂
後
の
高
温
に
よ
り

背
白
粒
・
基
白
粒
を
中
心
と
し
た
白
未
熟

粒
が
多
発
し
、
玄
米
の
品
質
が
大
幅
に
低

下
し
ま
し
た
。
出
穂
後
の
水
管
理
を
適
切

に
行
い
、
白
未
熟
の
発
生
を
軽
減
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

●
間
断
灌
水
に
よ
る
飽
水
管
理

中
干
し
以
降
の
水
管
理
は
、
間
断
灌
水

（
＝
飽
水
管
理
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
（
図

１
）。
間
断
灌
水
は
、
水
田
に
水
を
入
れ
、

田
面
の
所
々
に
あ
る
窪
み
や
足
跡
に
水
が

り
、
遅
す
ぎ
る
と
胴
割
米
や
着
色
粒
（
茶

米
な
ど
）
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

収
穫
適
期
は
、
出
穂
（
ほ
場
に
お
け
る

全
穂
数
の
４
～
５
割
が
出
穂
し
た
日
）
後

の
積
算
気
温
や
帯
緑
色
籾
歩
合
（
図
４
）、

籾
水
分
な
ど
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
し
ま

す
（
表
１
）。

20

15

10

5

0

白
未
熟
粒
率（
％
）

飽水管理 湛水管理

間断潅水（根の活力維持）

田植後の時間経過

中 

干 

し

出
穂
期

水
　位

落
　水

20
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0
出穂後23日 出穂後43日出穂後33日

落水時期

乳
白
粒（
％
）

表１　主な品種の収穫適期の目安

品種名 出穂後の積算
日平均気温

帯緑色籾
歩合 籾の水分

ひとめぼれ
コシヒカリ 950℃ 10%

25％以下あさひの夢 1,000～
1,100℃ 15%

ゆめまつり 1,000～
1,150℃ 15%

●�

出
穂
後
に
お
け
る
高
温
強
風
（
フ
ェ
ー

ン
）
時
の
水
管
理

出
穂
後
一
か
月
間
は
白
未
熟
粒
の
一
種
で

帯緑色籾
黄熟籾
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あなたも
チャレンジ！
あなたも
チャレンジ！

家庭菜園家庭菜園

園芸研究家●成松次郎

ゴ
マ
の
香
り
と
ク
レ
ソ
ン
に
似
た

辛
さ
が
あ
り
、
若
く
柔
ら
か
い
葉
は

サ
ラ
ダ
や
肉
の
付
け
合
わ
せ
、
ピ
ザ

の
ト
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。
茎
の
周
辺
に
葉
の
直
立
す
る
姿

が
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
「
ロ
ケ
ッ
ト
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

［
栽
培
時
期
］
発
芽
適
温
は
20
～
25

℃
、
生
育
に
は
15
～
25

℃
が
適
し
、
低
温
期
は

生
育
が
衰
え
ま
す
。
冬

を
除
き
、
ほ
ぼ
周
年
栽

培
が
で
き
ま
す
が
、
盛

夏
期
は
遮
光
ネ
ッ
ト

（
20
％
）
を
使
っ
た
暑

さ
対
策
が
必
要
で
す
。

春
〜
秋
ま
き
で
は
30
～

40
日
で
収
穫
で
き
ま
す

が
、
晩
秋
ま
き
で
は
収

穫
ま
で
60
日
以
上
と
な
り
ま
す
。
霜
に
は
強

く
な
い
の
で
、
不
織
布
で
べ
た
が
け
を
し
て

防
寒
し
ま
す
。

［
品
種
］各
社
か
ら「
ル
ッ
コ
ラ
」ま
た
は「
ロ

ケ
ッ
ト
」
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
ル
ッ
コ
ラ
の
野
生
種
と
い
わ
れ
る
セ
ル

バ
チ
コ
に
は
、
葉
が
細
く
と
が
り
香
り
が
特

に
強
い
品
種
「
ロ
ー
マ
」（
ト
キ
タ
種
苗
）

も
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
種
ま
き
ま
た
は
植
え
付
け
2

週
間
前
ま
で
に
、
１
平
方
㍍
当
た
り
苦
土
石

灰
１
０
０
㌘
を
菜
園
全
体
に
散
布
し
耕
し
て

お
き
ま
す
。
1
週
間
前
ま
で
に
堆
肥
１
㌕
と

化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
１
０
０

㌘
を
全
面
に
施
し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き

ま
す
（
図
１
）。
ル
ッ
コ
ラ
は
野
生
に
近
く

肥
料
が
多
い
と
香
り
が
弱
く
な
り
が
ち
で

す
。

［
種
ま
き
］
幅
70
～
80
㌢
、
高
さ
5
～
10
㌢

の
ベ
ッ
ド
を
作
り
ま
す
。
次
に
、
板
切
れ
な

ど
で
直
角
方
向
に
幅
20
㌢
間
隔
の
浅
い
種
ま

き
溝
を
作
り
、
こ
の
溝
に
約
1
㌢
間
隔
に
筋

ま
き
し
ま
す
（
図
２
）。
種
は
小
さ
い
の
で
、

種
が
隠
れ
る
程
度
（
５
、６
㍉
）
に
薄
く
覆

土
し
ま
す
。
不
織
布
の
べ
た
が
け
で
幼
苗
を

保
護
し
ま
し
ょ
う
（
図
３
）。
７
～
10
日
間

隔
に
ま
き
日
を
ず
ら
せ
ば
、
長
い
間
収
穫
を

楽
し
め
ま
す
。
な
お
、
苗
作
り
を
す
る
場
合

は
、１
２
８
穴
の
セ
ル
ト
レ
ー
に
１
セ
ル
４
、

５
粒
を
種
ま
き
し
、
発
芽
後
は
間
引
き
し
て

本
葉
約
3
枚
の
植
え
付
け
苗
に
仕
上
げ
ま

す
。
苗
は
５
、６
㌢
間
隔
に
植
え
付
け
ま
す
。

［
間
引
き
・
灌か

ん

水す
い

］
１
回
目
は
発
芽
後
、
葉

が
重
な
ら
な
い
程
度
に
順
次
間
引
き
、
２
回

目
は
本
葉
約
２
枚
の
と
き
に
５
、６
㌢
く
ら

い
に
し
ま
す
（
図
４
）。
畑
が
乾
燥
す
る
と

葉
が
堅
く
な
り
や
す
い
の
で
、
適
宜
灌
水
し

ま
す
。

［
病
害
虫
の
防
除
］
周
年
に
わ
た
り
キ
ス
ジ

ノ
ミ
ハ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
、
ア
オ
ム
シ
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
の
被
害
を
受
け
や
す
い
の
で
、
目
の

細
か
い
防
虫
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
ト
ン
ネ
ル

栽
培
が
お
薦
め
で
す
。

［
収
穫
］
葉
が
柔
ら
か
い
う
ち
の
若
取
り
が

良
く
、
葉
の
長
さ
が
20
～
25
㌢
の
と
き
が
収

穫
適
期
で
、株
ご
と
抜
き
取
り
ま
す（
図
５
）。

な
お
、
外
葉
か
ら
１
枚
ず
つ
摘
み
取
れ
ば
、

長
い
間
収
穫
を
楽
し
め
ま
す
。

ルッコラ（ロケット）
ピリッとした辛さと
ゴマの風味がおいしい

【
例
】
ひ
と
め
ぼ
れ
の
場
合

出
穂
後
の
積
算
気
温
（
日
平
均
気
温
を

積
算
し
た
数
値
）
で
９
５
０
℃
に
達
し
た

ら
、
１
株
の
中
で
生
育
中
庸
な
穂
を
ほ
場

内
の
数
か
所
か
ら
採
取
し
ま
す
。
緑
色
が

わ
ず
か
で
も
残
っ
て
い
る
籾
の
割
合
（
帯

緑
色
籾
歩
合
）
が
10
％
程
度
に
な
っ
て
い

た
ら
、
水
分
計
で
籾
水
分
を
測
定
し
、
25

％
以
下
で
あ
れ
ば
収
穫
適
期
で
す
。

倒
伏
し
た
場
合
は
、速
や
か
に
排
水
し
、

穂
発
芽
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
部
分
は
可
能

な
限
り
別
収
穫
と
し
、
品
質
低
下
を
防
止

し
ま
す
。

●
乾
燥
・
調
製

自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
作
業

は
、
籾
の
損
傷
軽
減
や
作
業
能
率
向
上
の

た
め
、朝
露
が
消
え
て
か
ら
開
始
し
ま
す
。

脱
穀
籾
は
変
質
し
や
す
い
た
め
、
収
穫
後

は
速
や
か
に
乾
燥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
籾

の
仕
上
が
り
水
分
は
14
・
０
～
14
・
５
％

が
目
安
で
す
。

な
お
、架
干
し（
は
ざ
が
け
）す
る
場
合
、

乾
燥
中
の
気
候
条
件
に
よ
っ
て
穂
発
芽
や

胴
割
粒
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

籾
水
分
が
14
・
0
～
14
・
5
％
に
低
下
し

た
ら
速
や
か
に
脱
穀
し
て
く
だ
さ
い
。

（
西
部
農
業
事
務
所　

農
畜
産
課

農
畜
産
係  

佐
藤　

謙
一
）
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2 受付期間 令和７年９月５日（金）から令和７年10月10日（金）必着まで

3 応募書類 ①履歴書（過去３カ月以内に撮影した写真を添付）  ②卒業証明書または卒業見込み証明書

③学校成績証明書　※本人が事前に電話連絡のうえ、上記書類をＪＡ本店総務企画課へ持参

高校・短大・大学を来春卒業見込みの者および卒業した者　若干名
（原則として平成12年4月2日から平成20年4月1日までに生まれた者）

1 募集人員

4 選考方法 ◎筆記試験
●と　　き　令和７年10月23日（木）午前10時（午前９時20分受付開始）
●と こ ろ　ＪＡはぐくみ本店３階会議室（高崎市菊地町556番地１）
●試験科目　一般教養、小論文（作文）　各60分　
◎面接試験　※一次（筆記）試験合格者のみ、直接通知します。
●と　　き　令和７年10月下旬～11月上旬

☎ お問い合わせ ＪＡはぐくみ総務企画課（担当：清水・中島） ☎027-344-1331
※詳しくはＪＡホームページやハローワークでご確認ください。
※応募された方の個人情報は、採用に関するご連絡や選考などの目的のみに使用します。

ＪＡはぐくみ職員募集ＪＡはぐくみ職員募集のお知らせのお知らせ
令和８年度令和８年度

はぐくみNEWS

8JAはぐくみ



はぐくみNEWS

　すでに年金をお受け取りの方も、これからの方も、一度ご確認されませんか？ 年金の専門家「社会
保険労務士」が年金、健康保険、雇用保険など社会保険全般のご相談を承ります。

①「ねんきん定期便」「年金請求書」など日本年
金機構や共済組合、基金などから届いた書類

②「年金手帳」
③「年金証書」（年金をお受け取り中の方）
④「みとめ印」

令和７年１０月４日（土）
９：００～１１：３０

ＪＡはぐくみ 群馬支店　
高崎市棟高町435-1

～お持ちいただくもの～
●開催日程

日  時

会  場

無料年金相談会のお知らせ無料年金相談会のお知らせ

年金に関する書類はご本人・配偶者様分を
ご持参ください。

〈お問い合わせは以下の電話番号まで〉

●本店金融共済部（☎027-344-1332）

●群馬支店（☎027-373-2355）

倉渕地区倉渕地区
露地ナス栽培露地ナス栽培
見学会見学会ののご案内ご案内

ＪＡはぐくみ くらぶち事業所（倉渕町三ノ倉303）
＊参加者が集まり次第、ほ場へ移動します。

倉渕地区での露地ナス栽培とＪＡ出荷に興味のある方

以下の電話番号・Ｅメールで前日まで受付けております。

※氏名、住所、電話番号をお教えください。

☎027-378-3110 （ＪＡはぐくみ くらぶち事業所）

tac3＠hagukumi.jagunma.net （TAC下平）

集 合 場 所

対 象 者

お申し込み方法

※いただいた個人情報は本項に関わる目的にのみ使用いたします。

下記の通り「露地ナス栽培見学会」を開催いたします。気軽にご参加ください。

開 催 日

令和７年10月7日火１4時00分～時間

9 JAはぐくみ



9月号
●編　集／ＪＡはぐくみ編集委員会

総務企画課　027‐344‐1331

●発　行／はぐくみ農業協同組合 令和７年９月10日 発行

●発行人／〒370 ‐ 0084 高崎市菊地町556番地1 代表理事理事長 牧野　耕一郎
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●組合員数	 7,031人
　（うち准組合員	 3,430人）
●出資金	 10億2,152万円
●貯金総額	 518億0,039万円
●貸出金総額	 68億8,893万円
●長期共済保有額	 1,499億6,517万円
●農産物販売総額	 9億8,527万円
●購買品供給総額	 7億1,550万円

青果物受付の休日カレンダー

７月末現在

℡360-8080はるな葬祭センター（ふれあい倶楽部）

JAはぐくみ
葬祭センター

ゴ ク ヨ ー

0120-64-5940

の時は、おまかせ下さい。

●ＪＡ全農ぐんま

　病院からのお迎え・ご葬儀の準備・終了までご連絡いただければ、
速やかに手配・お手伝いさせていただきます。
　ご喪家の立場に立ってご予算に応じて厳粛なご葬儀が行えます。

事前相談
受 付 中

●株式会社プリエッセ ●有限会社えぼし葬祭

JA全農ぐんま
提携業者 ●櫻井式典有限会社

田中善信顧問弁護士をお迎えして
法律全般についてご相談にお答えします。

無料法律相談

相談は予約制ですので、前日までに各支店窓口へお申し込み下さい。
当日は午後２時からの開始で、申込順に順次ご案内致します。

※中止の場合はホームページにてお知らせします。

開催日 会場

JAはぐくみ本店会議室

みなさんの
お悩みの
手 助 けに

10 16（木）

ＪＡでは今年も下記の日程で健康診断を実施します。完全予約制なので、受診を希望される方は
事前にお申し込みください。

申込締切 １０月１０日(金)
お問い合わせ先 ●西部営農センター  ☎ 027-374-0256　●東部営農センター  ☎ 027-371-2235

令和７年 健診日程 ご予約方法

11月10日(月)11月10日(月) ＪＡはぐくみ  西部営農センターＪＡはぐくみ  西部営農センター
住所：高崎市上里見町360-1住所：高崎市上里見町360-1

11月18日(火)11月18日(火) ＪＡはぐくみ  みさとホールＪＡはぐくみ  みさとホール
住所：高崎市 箕郷町矢原406-13住所：高崎市 箕郷町矢原406-13

電話にてお申込みください
西部営農センター  ☎027-374-0256
電話にてお申込みください
西部営農センター  ☎027-374-0256

下記窓口に申込書を提出ください
東部営農センター
住所：高崎市箕郷町矢原401-3

下記窓口に申込書を提出ください
東部営農センター
住所：高崎市箕郷町矢原401-3

会　　　　場

ＪＡ健診実施のお知らせＪＡ健診実施のお知らせ

【健診内容】  ――――――　希望項目だけでもお申込みできます　――――――

一般健診または腹部エコー   と  大腸がん検査   には、厚生連の助成制度があります
（健診をお申し込みされた方へ、後日　申請書　を郵送します）

◆一般健診 （特定健診など）  ※高崎市の受診券が使用できます
◆心電図検査　◆眼底検査　◆腹部エコー検査 　◆大腸がん検査
◆前立腺がん検診：50歳以上の男性対象　◆血圧脈波検査　◆胃がんリスク（ABC）検診
◆腫瘍マーカー（CEA・CA19-9・AFP）検査　◆頚動脈エコー検査：今年度 40～ 80 歳の 5歳刻みの方


